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 社団法人中国地方総合研究センターと中国電力株式会社エネルギア総合研究所は，共同研究

の成果をまとめ，中国地域を知り，地域の明日を考える資料としてご活用いただくために「中

国地域の経済と地域開発2011」を刊行する。 

 本冊子は，1988年から毎年刊行しており，今年が24回目となる。 

今年は，「概要編」の特集テーマとして「地域独自の国際交流の取り組み」を取り上げると

ともに，「統計編」の観光関連動向および「地域開発編」の長期計画，市街地再開発等につい

て，内容を充実させた。 

 
 
 

「中国地域の経済と地域開発 2011」の構成 

 
◇ 「中国地域の経済と地域開発2011」は３部構成となっている。 
  第１部「概要編」は，2010年の中国地域における地域開発動向を概説し，第２部「統計編」

では，中国地域の社会・経済・産業の姿を簡潔な解説と図表で示した。 
  また，第３部「地域開発編」では，中国地域の各地で進められている地域開発プロジェク

ト，各県・各市の長期ビジョンなどを収録し，この一冊で中国地域の概要が把握できること

を目標に作成した。 

なお，収録内容は，原則として，第２部「統計編」は2010年3月31日現在もしくは2010年12

月現在で公表されている直近の統計によっている。第３部「地域開発編」は2010年10月1日 

現在としている。 
 
 
 「中国地域の経済と地域開発 2011」のポイント 

 
 第１部 概要編［p2～p14］

2010年の中国地域における地域開発動向について，中国５県・広島市・岡山市および国の  

関係機関等からの情報をもとに図表で簡潔にまとめた。 
 
 １．中国地域の地域開発の主な動き［p2～p3］ 
 ２．主要プロジェクト図［p4～p9］ 
 ３．中国・四国地域循環型幹線道路網図［p10］ 

 ４．特集「地域独自の国際交流の取り組み」［p11～p12］ 
 ５．中国地域の当面の主要プロジェクト［p13～p14］ 
 

 第２部 統計編［p16～p101］

 主に国が発表する各種統計をもとに，中国地域と全国の他地域との比較，中国５県の比較，

中国地域の各市町村の比較も交え，中国地域の現状を数字で明らかにした。 



 
《Ⅰ 中国地域の特性と位置づけ［p16～p19］》 
 １．全国ブロック別の主要指標，２．中国地域各県の主要指標 

 
《Ⅱ 中国地域の経済・産業・社会の動向［p20～p101］》 
○ 中国地域および中国５県について，面積・人口など17の視点で表示・比較した。 
〈17の視点〉 
 １．面積・人口，２．県民経済計算，３．産業構造，４．農林水産業，５．鉱工業， 

６．第３次産業，７．資源・エネルギー，８．建設投資・設備投資，９．消費・物価， 

10．労働・雇用環境，11．企業倒産，12．貿易，13．観光・レジャー，14．国際交流， 

15．交通・運輸，16．教育・文化・生活環境，17．財政 

○ 〈18．市町村の概況〉においては，前掲の全国ブロック比較等に準じた指標により，中国

地域の各市町村を比較し，あわせて全国の主な大都市も比較した。 

  
 第３部 地域開発編［p104～p201］

主に，中国５県・広島市・岡山市および国の関係機関の地域振興などの諸施策について，  

簡潔な解説および図表により明らかにした。 
 
《Ⅰ 長期計画［p104～p115］》 
○ 中国５県および広島市・岡山市については，総合計画等の概要を１ページ程度でまとめた。

また，中国地域の各市の長期計画については，計画名等を２行程度にまとめた。 

 １．中国地域の長期計画・ビジョン，２．各県および政令指定都市の総合計画等， 
３．各市の基本構想・基本計画 

《Ⅱ 地域振興［p116～p138］》 
 １．総合整備，２．地域振興，３．広域行政・地方分権，４．市町村合併 

《Ⅲ 地域産業振興［p139～p164］》 
 １．産業高度化・工業振興，２．商業・流通振興，３．農林水産業振興 

《Ⅳ 情報・通信［p165～p171］》 
 １．電気通信事業，２．地域情報化施策 

《Ⅴ 都市機能整備［p172～p182］》 
 １．都市機能 

《Ⅵ 国際交流・観光［p183～p192］》 
 １．国際交流，２．観光・リゾート開発 

《Ⅶ インフラ整備［p193～p201］》 
 １．交通，２．水資源開発 
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 １．中国圏広域地方計画の概要 
 ２．中国地域の市町村地図 
 
 

以 上 


	本文

	添付資料


